
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 312 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ 2 第３学年 
「VISTAⅡ English Communication」 

「VISTAⅡ English Communication WORKBOOK」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技 

能の力を向上させることを目的とした実技的な授業です。英語で聞いたり読んだりしたことを基に、 

自分の情報や考えなどを話したり書いたりして他者に伝えることができるようになるために、授業の 

中では積極的に言語活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションの中でどのように使われるか、ということ 

を意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・確かな英語力を向上させるためには暗唱やスピーキング活動は欠かせません。授業の中ではアウトプ 

ット活動を重点的に行ないます。学んだことを他者に伝えようとする意識を持ちましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（2 単位）、「英語演習」（４単位）及び「エンジョイ・

イングリッシュＢ」（4 単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・挨拶や簡単
な自己紹介
を即興で行
うことがで
きる。 

・身近な話題
（学校・趣
味・将来の
夢など）に
ついて、絵
や写真など
を利用した
り簡単な語
句や文を使
っ た り し
て、自分の
気持ちや考
えを相手に
伝わるよう
に話すこと
ができる。 

・学んだ内容
について、

・インタ

ビュー 

・プレゼ

ンテーシ

ョン 

・ワーク

シート 

・スピー

キングテ

スト 

・学んだ内容に
ついて、キー
ワードが与え
られば、要約
することがで
きる。 

・学んだ内容に
ついて、キー
ワードが与え
られれば、意
見や感想を３
文程度で簡潔
に書くことが
できる。 

・つながりを示
す語やフレー
ズを適切に用
いて、分かり
やすい文章を
書くことがで
きる。 

・身近な話題や

・ワークシ

ート 

・小テスト 

・定期考査 

・教室内で用
いられる英
語は、自然な
スピードで
話されても
ほぼ理解で
き、行動に移
すことがで
きる。 

・教科書のリ
スニング活
動で聞く英
語は、ある程
度のまとま
りのある話
や会話であ
っても、概要
や要点を捉
えることが
できる。 

・初めて聞く
英語でも内

・インタビ

ュー 

・ワークシ

ート 

・定期考査 

・自主的に
辞書を使
いながら
英文を精
読し要点
や詳細を
捉えるこ
とができ
る。 

・英文を読
み、概要
や書き手
の言いた
いことを
理解する
ことがで
きる。 

・読んだ内
容につい
て簡単な
意見や感
想を述べ

・ワーク

シート 

・インタ

ビュー 

・音読テ

スト 

・定期考

査 



※令和３年度以前入学生用 

ワークシー
ト等を使っ
て準備をす
れば、概要・
感想・意見
を述べるこ
と が で き
る。 

・身近な話題
や学んだ内
容 に つ い
て、ワーク
シート等を
使って準備
をすれば、
話し合った
り意見の交
換をしたり
することが
できる。 

自分のことに
ついて、ワー
クシート等を
使って準備を
すれば、５文
程度で具体的
に書くことが
できる。 

容や大切な
情報をある
程度聞き取
ることがで
きる 

ることが
できるよ
うに、考
えながら
読むこと
が で き
る。 

・意味内容
が聞き手
に伝わる
ように音
読するこ
とができ
る。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

・机間巡視によるワークシー

トのチェックや活動の観察 

・ペアや個人で行う言語活動

を通して関心・態度・意欲を

評価 

・生徒の応答 

・スピーキングテストや暗唱

テストへの意欲 

・ワークシートの確認 

・Ｑ＆Ａ活動での受け答え 

・期間巡視による音読活動や

アウトプット活動の取組確

認 

・暗唱テスト 

・スピーキングテスト 

・ワークシートの確認 

・Ｑ＆Ａ活動や筆答テストで

評価 

・スピーキングテスト 

・ワークシートの確認 

・筆答テストで評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2 

( 8 時間) 

アイルラン
ドの地理、歴
史、文化を学
び、島国であ
る日本との
共通点を考
えさせる。ま
たアイルラ
ンドの人た
ちが自分の
国の文化を
誇りに思っ
ていること
を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文中で学んだ原
及・比較級・最上級
用いた英問に、適
切に答えることが
できる。 

（英会話テスト） 

・原級・比較級・最上級
を用いた英問英答を
繰り返し練習し、英
会話テストに積極的
に取り組ませる。 

・英問に対し、主
語・動詞を含んだ
文で適切に答え
ることが出来る。 

・英会話テストを
実施。 

「外国語表現の能力」 

・本文内容について
の質問に Yes/No

で答える。 

・本文中で学んだ原
級・比較級・最上級
を用いた英問に、
適切に答えること
ができる。 

（英会話テスト） 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・本文内容につい
て の 質 問 に
Yes/No で答える
ことができる。 

・英問に対し、主
語・動詞を含んだ
文で適切に答え
ることができる。 

・ワークで用いた
シートを提出す
る。 

・英会話テストを
実施。 

「外国語理解の能力」 

・本文を読み、アイス
ランドの文化を学
び、また日本との
共通点を理解す
る。 

・本文内容をリスニン
グ活動または音読
活動を通して理解
する。 

・本文を読み、アイ
スランドの文化
を学び、また日本
との共通点を理
解している。 

・ワークシートの
取り組み状況・定
期テストの筆答
テストにおいて、
知識が身につい
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・アイルランドの文
化について理解す
る。 

・原級、比較級、最上
級を用いた英文の
使い方を理解す
る。 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・アイルランドの
文化について理
解することがで
きる。 

・原級、比較級、最
上級を用いた英
文の使い方を理
解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆答テストにお
いて、知識が身に
ついているかを
判断する。 
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Lesson 3 

( 8 時間) 

スペインの
サグラダ・
ファミリア
がどのよう
な建設物で
あり、どう
いった歴史
を持ってい
るのかを知
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の要約を暗唱
し、サクラダ・ファ
ミリアについて、
他者に伝えるよう
に発表する。 

・本文の要約の暗唱を
繰り返し練習し、他
者に伝えることを
意識させ発表する。 

・本文の要約を暗
唱し、サクラダ・
ファミリアにつ
いて、他者に伝え
るように発表す
ることができる。 

・暗唱テストを実
施。 

「外国語表現の能力」 

・サグラダ・ファミリ
アについての情報
を他者に伝える。 

・本文内容について
の質問に Yes/No

で答える。 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・サグラダ・ファミ
リアについての
情報を他者に伝
える。 

・本文内容につい
て の 質 問 に
Yes/No で答える
ことができる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・モンゴルとアイス
ランドに住む人々
がどのような生活
を送っているかに
ついて、読んだこ
とを理解する。 

・本文内容をリスニン
グ活動または音読
活動を通して理解
する。 

・モンゴルとアイ
スランドに住む
人々がどのよう
な生活を送って
いるかについて、
読んだことが理
解している。 

・ワークシートの
取り組み状況・定
期テストの筆答
テストにおいて、
知識が身につい
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・名詞を修飾する分
詞を用いた文を理
解する。 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・名詞を修飾する
分詞を用いた文
を理解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆答テストにお
いて、知識が身に
ついているかを
判断する。 
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Lesson 5 

( 10 時間) 

エジプトの
ツタンカー
メン王の墓
や発見した
当時の状況
を学ぶ。ま
たなぜ墓の
中に花が入
っていたの
かを考えさ
せる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の要約を暗唱
し、当時のエジプ
トの状況やツタン
カーメン王につい
て、他者に伝える
ように発表する。 

・本文の要約の暗唱を
繰り返し練習し、他
者に伝えることを
意識させ発表する。 

・本文の要約を暗
唱し、当時のエジ
プトの状況やツ
タンカーメン王
について、他者に
伝えるように発
表することがで
きる。 

・英会話テストを
施。 

「外国語表現の能力」 

・当時のエジプトの
状況やツタンカー
メン王について、
他者に伝える。 

・本文内容について
の質問に英語で答
える。 

（英会話テスト） 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・当時のエジプト
の状況やツタン
カーメン王につ
いて、他者に伝え
ることができる。 

・本文内容につい
ての質問に英語
で答えることが
できる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文を読み、当時の
エジプトの状況や
ツタンカーメン王
について理解す
る。 

・本文内容をリスニン
グ活動または音読
活動を通して理解
する。 

・本文を読み、当時
のエジプトの状
況やツタンカー
メン王について
理解している。 

・ワークシートの
取り組み状況・定
期テストの筆答
テストにおいて、
知識が身につい
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役動詞・関係代名
詞 what を用いた
文を理解する。 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・使役動詞・関係代
名詞whatを用い
た文を理解して
いる。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆答テストにお
いて、知識が身に
ついているかを
判断する。 
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Lesson 7 

( 8 時間) 

ガラパゴス
諸島に生息
するユニー
クな生き物
たちを知る。
また観光地
化している
ために本来
の生態系が
崩れている
ことも学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の要約を暗唱
し、ガラパゴス諸
島の自然環境の変
化について、他者
に伝えるように発
表する。 

・本文の要約の暗唱を
繰り返し練習し、他
者に伝えることを
意識させ発表する。 

・本文の要約を暗
唱し、ガラパゴス
諸島の自然環境
の変化について、
他者に伝えるよ
うに発表するこ
とができる。 

・暗唱テストを実
施。 

 

「外国語表現の能力」 

・ガラパゴス諸島の
自然環境の変化に
ついて、他者に伝
える。 

・本文内容について
の質問に英語で答
える。 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・ガラパゴス諸島
の自然環境の変
化について、他者
に伝えることが
できる。 

・本文内容につい
ての質問に英語
で答えることが
できる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ガラパゴス諸島に
住む生物の生態系
とそれを取り巻く
自然環境の変化を
理解する。 

・本文内容をリスニン
グ活動または音読
活動を通して理解
する。 

ガラパゴス諸島に
住む生物の生態系
とそれを取り巻く
自然環境の変化を
理解している。 

・ワークシートの
取り組み状況・定
期テストの筆答
テストにおいて、
知識が身につい
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形・形
式目的語 it を用い
た文を理解する。 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・現在完了進行形・
形式目的語 it を
用いた文を理解
している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆答テストにお
いて、知識が身に
ついているかを
判断する。 
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Lesson 10 

( 8 時間) 

アジアとヨ
ーロッパに
またがる国
トルコと日
本の関係に
つ い て 学
び、何がき
っかけで両
国の友好関
係が深まっ
たかを考え
させる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の要約を暗唱
し、トルコと日本
の関係について、
他者に伝えるよう
に発表する。 

・本文の要約の暗唱を
繰り返し練習し、他
者に伝えることを
意識させ発表する。 

・本文の要約を暗
唱し、トルコと日
本の関係につい
て、他者に伝える
ように発表する
ことができる。 

・英会話テストを実
施。 

「外国語表現の能力」 

・トルコと日本の関
係について、他者
に伝える。 

・本文内容について
の質問に英語で答
える。 

（英会話テスト） 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・トルコと日本の
関係について、他
者に伝えること
ができる。 

・本文内容につい
ての質問に英語
で答えることが
できる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文を読み、トルコ
と日本の関係につ
いて理解する。 

・本文内容をリスニン
グ活動または音読
活動を通して理解
する。 

・本文を読み、トル
コと日本の関係
について理解し
ている。 

・ワークシートの
取組状況・定期テ
ストの筆答テス
トにおいて、知識
が身についてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去完了形・強調構
文を用いた文を理
解する。 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・過去完了形・強調
構文を用いた文
を理解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆答テストにお
いて、知識が身に
ついているかを
判断する。 


